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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光線束を均質化するための光学システムであって、
　光を均質化する円柱形状を有する細長い固体光学要素を備え、前記光学要素が、入射横
断面と、出射横断面とを備え、前記入射面が、凸多角形として成形された周縁であって、
ゼロ曲率の少なくとも２つの縁部と、前記少なくとも２つの縁部の任意の２つの隣接する
端部の間の頂点とを備える周縁を有し、前記頂点の少なくとも１つが、正曲率を有する線
分であり、前記線分の長さが、前記周縁の長さの少なくとも１％～最大９０％を成し、
　光学システムが更に、
　前記入射面に配置され、前記光線束を前記入射面に指向する少なくとも１つの光源を備
え、前記光線束が、
　領域（ａ）前記入射面の前記周縁の近傍；
　領域（ｂ）前記入射面の中心から頂点の中点に延びる第１の直線線分の少なくとも一部
分の近傍；
　領域（ｃ）前記入射面の中心から縁部の中点に延びる第２の直線線分の少なくとも一部
分の近傍



(2) JP 2015-515637 A5 2016.3.10

のうちの少なくとも１つの幾何学的領域に指向される光学システム。
【請求項２】
　領域（ｂ）が、偶数個の頂点を有する多角形として実質的に成形された入射面内に位置
され、領域（ｃ）が、奇数個の頂点を有する多角形として実質的に成形された入射面内に
位置される請求項１に記載の光学システム。
【請求項３】
　前記光線束が、前記第２の直線線分の一部分の近傍に指向され、前記少なくとも一部分
が、最長で、前記直線線分の中点と縁部の中点との間に延びる請求項１に記載の光学シス
テム。
【請求項４】
　前記光線束が、偶数の多角形の中心領域外に指向される請求項１に記載の光学システム
。
【請求項５】
　前記偶数の多角形の縁部の数が、４、６、又は８である請求項１に記載の光学システム
。
【請求項６】
　前記奇数の多角形の縁部の数が、３、５、又は７である請求項１に記載の光学システム
。
【請求項７】
　前記光線束が、奇数の多角形の中心領域外に指向され、前記奇数の多角形の縁部の数が
、５又は７である請求項１に記載の光学システム。
【請求項８】
　光線束を放出する少なくとも１つの光源を備える照明装置であって、前記少なくとも１
つの光源が、
　（ａ’）凸多角形の周縁；
　（ｂ’）多角形の中心から頂点に延びる第１の直線線分の少なくとも一部分；及び
　（ｃ’）多角形の中心から縁部の中点に延びる第２の直線線分の少なくとも一部分
のうちの少なくとも１つの幾何学的形状に沿って配置され、
　前記凸多角形が、固体光学要素の入射面の形状と実質的に一致し、前記光学要素が、前
記少なくとも１つの光源によって放出される光線束を均質化し、前記光学要素が、円柱形
状を有し、入射横断面と、出射横断面とを備え、前記入射面が、凸多角形として成形され
た周縁であって、ゼロ曲率の少なくとも２つの縁部と、前記少なくとも２つの縁部の任意
の２つの隣接する端部の間の頂点とを備える周縁を有し、前記頂点の少なくとも１つが、
正曲率を有する線分であり、前記線分の長さが、前記周縁の長さの少なくとも１％～最大
９０％を成し、それにより、前記少なくとも１つの光源が、
　領域（ａ）前記入射面の前記周縁の近傍；
　領域（ｂ）前記入射面の中心から頂点の中点に延びる第１の直線線分の少なくとも一部
分の近傍；及び
　領域（ｃ）前記入射面の中心から縁部の中点に延びる第２の直線線分の少なくとも一部
分の近傍
のうちの少なくとも１つの前記光学要素の幾何学的領域に前記光線束を指向する照明装置
。
【請求項９】
　光を均質化する細長い固体光学要素によって光線束を均質化するための方法であって、
　円柱形状を有する細長い光学要素の入射横断面に前記光線束を指向するステップを含み
、前記入射面が、凸多角形として成形された周縁であって、ゼロ曲率の少なくとも２つの
縁部と、前記少なくとも２つの縁部の任意の２つの隣接する端部の間の頂点とを備える周
縁を有し、前記頂点の少なくとも１つが、正曲率を有する線分であり、前記線分の長さが
、前記周縁の長さの少なくとも１％～最大９０％を成し、前記光線束が、
　領域（ａ）前記入射面の前記周縁の近傍；
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　領域（ｂ）前記入射面の中心から頂点の中点に延びる第１の直線線分の少なくとも一部
分の近傍；
　領域（ｃ）前記入射面の中心から縁部の中点に延びる第２の直線線分の少なくとも一部
分の近傍
のうちの少なくとも１つの幾何学的領域に指向され、
　方法が更に、
　前記光線束を前記光学要素の出射面から抽出するステップ
を含む方法。
【請求項１０】
　領域（ｂ）が、奇数個の頂点を有する多角形として実質的に成形された入射面内に位置
され、領域（ｃ）が、偶数個の頂点を有する多角形として実質的に成形された入射面内に
位置される請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記光線束が、前記第２の直線線分の一部分の近傍に指向され、前記少なくとも一部分
が、最長で、前記第２の直線線分の中点と縁部の中点との間に延びる請求項９に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記光線束が、長方形である入射面の中心領域外に指向される請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記偶数の多角形の縁部の数が、４、６、又は８である請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記奇数の多角形の縁部の数が、３、５、又は７である請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記光線束が、奇数の多角形の中心領域外に指向され、前記奇数の多角形の縁部の数が
、５又は７である請求項９に記載の方法。
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